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支えあう世界に
“SDGs”, promise for the future

自治体が成功の鍵

若者の未来を考えて
企業は重要なパートナー
魅惑の新しき旅
氷河期の「ハイ・コースト」

歩みの先に見える
接続可能な社会
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「SDGs」目標達成に挑む企業

すべての人に最善のケアを
SDGs目標達成と医療分野へ幅広いソリューションを提供するゲティンゲ。

2025年までにカーボンニュートラルに挑む。

画像機器と多機能手術台を組み合わせることで一つの場所
で診断と治療ができるハイブリッド手術室。リスクや治療
の遅延を減らし、患者の安全性を向上させる。 46

生
命
を
救
う

世
界
を
襲
っ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
注
目

を
浴
び
た
医
療
機
器
が
あ
る
。
体
外
式
膜

型
人
工
肺
（
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
）
だ
。
肺
の
代
わ

り
に
体
外
で
血
液
に
新
鮮
な
酸
素
を
供
給

し
て
戻
す
。
世
界
中
の
医
療
チ
ー
ム
が
Ｅ

Ｃ
Ｍ
Ｏ
を
求
め
、
増
産
に
次
ぐ
増
産
で
そ

れ
に
応
え
た
の
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ヨ
ー
テ

ボ
リ
に
本
社
を
持
つ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
の
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
、
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
だ
。

ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
は
世
界
38
カ
国
に
１
万
名

を
超
え
る
従
業
員
を
抱
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル

メ
ー
カ
ー
。
集
中
治
療
、
心
臓
血
管
手
術
、

手
術
室
、
滅
菌
再
生
処
理
、
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
と
い
っ
た
多
様
な
領
域
に
わ
た
る

製
品
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
１
３
５
カ
国
の

病
院
や
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
施
設
で
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使
わ
れ
て
い
る
。

ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
は
１
９
０
４
年
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
南
西
部
の
小
さ
な
町
「
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
」

で
農
業
機
械
の
会
社
と
し
て
始
ま
っ
た
。

１
９
３
２
年
に
医
療
用
滅
菌
機
の
製
造
を

開
始
し
、
医
療
分
野
へ
と
舵
を
切
っ
た
。

手
術
デ
バ
イ
ス
用
の
洗
浄
器
・
滅
菌
器

な
ど
感
染
管
理
関
連
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に

加
え
、
ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ケ
社
を
買
収
し
手
術

台
や
手
術
用
照
明
器
を
は
じ
め
と
す
る
手

術
室
向
け
設
備
に
至
る
ま
で
製
品
を
拡
大
。

さ
ら
に
戦
略
的
な
買
収
に
よ
り
人
工
心
肺
、

人
工
呼
吸
器
、
心
臓
血
管
手
術
の
領
域
に

も
手
を
拡
げ
、
手
術
室
関
連
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
、
急
性
期
治
療
に
焦
点
を
当
て
た
ビ
ジ

ネ
ス
分
野
で
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
。

日
本
で
は
マ
ッ
ケ
、
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
と
製

品
ブ
ラ
ン
ド
別
に
展
開
し
て
い
た
2
社
を

統
合
し
、
２
０
１
６
年
に
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
グ

ル
ー
プ
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
手
術
室
の
設

備
・
環
境
の
構
築
か
ら
急
性
期
治
療
の
サ

ポ
ー
ト
ま
で
、
大
学
病
院
等
の
特
定
機
能

病
院
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
機
関
や
製
薬

会
社
の
製
造
工
場
に
対
し
幅
広
い
製
品
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。

同
社
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
で
き
る
「
ゲ
テ
ィ
ン

ゲ 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
東
京 

３

６
０°
ツ
ア
ー
」
は
全
国
の
医
療
従
事
者
、

関
係
者
に
好
評
を
博
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
企
業
へ

２
０
２
０
年
7
月
、ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
は
「
２

０
２
５
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を

発
表
し
た
。

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
そ

の
目
的
の
一
つ
は
お
客
様
の
た
め
に
長
期

的
な
価
値
創
造
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
」

と
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
マ
テ
ィ
ア
ス
・
パ
ー

ヨ
ス
氏
は
自
社
の
広
報
誌
で
述
べ
て
い
る
。

材
料
の
使
用
量
を
最
小
限
に
抑
え
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
確
実
に
行
う
持
続
可
能
性
を

目
指
す
「
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
の
製
品
」
は
、

医
療
や
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
現
場
で
も

消
費
電
力
や
水
の
資
源
の
消
費
を
抑
え
る

効
率
性
の
高
い
設
計
と
な
っ
て
い
る
。　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
グ
リ
ー
ン
電

力
）
へ
の
切
り
替
え
。
グ
リ
ー
ン
認
証
へ

の
投
資
。
保
有
車
両
の
更
新
。
よ
り
ス
マ

ー
ト
な
物
流
手
段
の
模
索
に
よ
り
、
２
０

２
５
年
ま
で
の
野
心
的
な
目
標
も
実
現
可

能
だ
と
し
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は
２
０

１
９
年
の
38
％
か
ら
43
％
に
増
加
。
一
方
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
3
％
減
少
。
２
３

０
０
台
の
保
有
車
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
電

気
自
動
車
に
移
行
す
る
。

「
出
張
は
環
境
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
で
き

る
だ
け
飛
行
機
は
使
わ
な
い
。
出
張
を
減

ら
し
コ
ス
ト
を
削
減
、
会
議
は
オ
ン
ラ
イ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
。
デ
ジ
タ
ル
化
と
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
も
進
み
ま
し
た
。
物
流
面
で

も
、
航
空
輸
送
に
代
わ
り
海
上
輸
送
や
鉄

道
輸
送
が
選
択
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
で
も
２
０
２
５
年
ま
で
に
社
有

車
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
す
る
予
定
で
す
」

こ
う
話
す
の
は
、
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
日
本
法

人
の
代
表
取
締
役
社
長
、
山
下
秀
明
氏
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
の
下
、
世

スウェーデン・ヨーテボリのゲティンゲ本社（写真右上）。
例えば洗浄器や減菌器といった大型装置の製造においても、消費電力や水量低
減を実現するエコデザインの思想が根付いている（写真右下）。
スウェーデンをはじめヨーロッパ各地、米国、中国など世界9カ国19の製造拠
点で環境負荷低減に取り組む（写真左）。
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界
各
国
の
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
で
柔
軟
な
働
き
方

「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
」
が

推
進
さ
れ
、
異
な
る
世
界
各
国
の
事
情
や

ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
な
が
ら
現
地
に
適
し
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

８
項
目
を
特
定
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
は
17
項
目
。
こ
れ
ら
は
ゲ
テ
ィ
ン

ゲ
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
す
べ
て
の
面
で
相

互
関
係
に
あ
る
。
そ
の
中
で
次
の
８
項
目

は
、
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
が
特
に
事
業
活
動
の
中

で
最
優
先
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
（
目
標

3
）」
は
医
療
機
器
業
界
で
事
業
展
開
す
る

ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
に
と
っ
て
事
業
戦
略
の
一
環
と

言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。す
べ
て
の
人
に
は
、

従
業
員
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
代
理
店
、
お

客
様
も
含
ま
れ
て
い
る
。「
質
の
高
い
教
育

を
み
ん
な
に
（
目
標
4
）」
は
、
健
康
な
生

活
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
教
育
の
向
上
が

標
8
）」、「
作
る
責
任
、
使
う
責
任 

（
目
標

12
）」、
そ
し
て
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目

標
を
達
成
し
よ
う
（
目
標
17
）」。
こ
れ
ら

の
目
標
は
、
ほ
と
ん
ど
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
の
企

業
活
動
そ
の
も
の
の
規
範
の
よ
う
だ
。

「
女
性
の
社
会
参
画
を
推
進
す
る
に
は
、

ま
ず
子
育
て
を
支
え
る
こ
と
、
保
育
園
・

幼
稚
園
を
増
や
す
こ
と
、
男
性
も
家
事
、

育
児
を
す
る
環
境
を
会
社
が
整
え
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
男
性
も
育
児
休
暇
を
取
り
、

有
給
も
子
育
て
に
充
て
る
。
通
勤
時
間
も

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
家
族
時
間
と
い
う
意

味
も
あ
り
ま
す
。
育
児
や
家
事
、
介
護
な

ど
平
等
に
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
す
」

厚
生
労
働
省
の
「
え
る
ぼ
し
（
女
性
活

躍
企
業
認
定
）」「
く
る
み
ん
（
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
企
業
認
定
）」を
取
得
す
る
意
向
だ
、

と
山
下
氏
は
明
か
す
。

男
女
格
差
の
是
正
、
多
様
性
の
向
上
、

機
会
均
等
の
確
保
、
従
業
員
の
意
欲
を
高

め
、
生
き
が
い
を
作
り
出
し
生
産
性
を
高

め
る
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
は
、
さ
ら
に
技
術
革
新

を
推
進
し
て
い
る
。

企
業
と
社
会
を
繋
ぐ「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
実
現
す
る
た

め
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

協
力
関
係
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
お
客

様
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
、
よ
り
持
続

可
能
な
医
療
に
貢
献
す
る
製
品
や
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
の
開
発
に
取
り
組
む
の
は
日
々

の
業
務
の
一
環
で
す
」

医
療
関
連
の
課
題
に
対
す
る
拡
張
性
の

あ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
特
定
・
開
発
す
る

た
め
に
、
学
会
、
業
界
団
体
等
と
も
連
携
。

テ
ー
マ
に
な
る
。
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
は
教
育
こ

そ
が
貧
困
か
ら
抜
け
だ
す
方
法
で
あ
る
と

い
う
強
い
信
念
の
も
と
、
イ
ン
ド
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
「
プ
ラ
タ
ム
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
る
。
ま

た
科
学
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

の
た
め
に
北
欧
最
大
の
科
学
セ
ン
タ
ー「
ウ

ニ
ヴ
ェ
ル
セ
ル
ム
」
と
提
携
し
支
援
し
て
い

る
。

「
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
（
目

標
6
）」
は
持
続
可
能
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
基

本
テ
ー
マ
。
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
で
は
製
品
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
通
し
て
水
の
使
用

量
を
削
減
す
る
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
設

計
や
、
国
際
的
な
非
営
利
団
体
ウ
ォ
ー
タ

ー
エ
イ
ド
と
協
力
関
係
を
築
い
て
、
世
界

中
の
医
療
施
設
に
清
潔
な
水
、
衛
生
設
備

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
（
目

標
５
）」、「
働
き
が
い
も
、経
済
成
長
も
（
目

患
者
に
も
医
師
に
も
優
し
い
製
品
づ
く
り

が
信
頼
を
生
み
、
シ
ェ
ア
の
広
が
り
に
繋

が
っ
て
い
る
、
と
山
下
氏
は
自
負
す
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
道
で
、

未
来
に
向
け
て
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う

意
味
で
は
、
も
っ
と
５
年
後
10
年
後
の
価

値
の
シ
フ
ト
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
語
る
。

「
品
質
や
価
格
、
そ
う
い
う
経
済
的
な
価

値
だ
け
で
は
評
価
さ
れ
な
い
時
代
が
来
る

と
思
い
ま
す
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
と
い
う
こ

と
も
そ
う
で
す
が
、
社
会
全
体
の
価
値
を

考
え
て
い
る
こ
と
を
標
榜
し
て
い
る
企
業
、

全
面
的
に
お
客
様
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
れ

る
企
業
に
な
れ
な
け
れ
ば
、
社
会
的
に
は

評
価
さ
れ
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
」

グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
活

性
化
（
目
標
17
）」
こ
そ
、
ま
さ
に
ゲ
テ
ィ

ン
ゲ
の
行
動
そ
の
も
の
だ
ろ
う
。

２
０
２
１
年
７
月
、
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
は

W
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誌
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
部
門
で
最
も
持
続
可
能
な
企
業
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
。

国
連
の
定
め
る
科
学
的
知
見
に
沿
っ
た

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
抑
制
、
廃
棄
物
の
削
減
、
顧

客
満
足
度
と
従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
向
上
、
プ
ラ
サ
ム
教
育
財
団
へ
の
支
援
。

一
連
の
活
動
が
企
業
評
価
を
高
め
た
結
果

だ
っ
た
。

様
々
な
持
続
可
能
性
を
実
現
す
る
た
め

の
活
動
は
、
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
グ
ル
ー
プ
の
企

業
価
値
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
、
顧
客
へ

の
価
値
の
提
供
に
繋
が
り
、
社
会
的
価
値

の
あ
る
こ
と
と
だ
と
い
う
ゲ
テ
ィ
ン
ゲ
の

考
え
は
、
多
く
の
人
々
の
生
命
と
地
球
の

生
命
を
も
救
っ
て
い
る
。
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